




















































　　ブース １ 　 「あなたの食事の“マイサイズ”をみつけましょう！」
　　ブース ２ 　 「外食メニューと野菜料理のコラボで健康な“人と環境の循環”をのぞく」
　　ブース ３ 　 「正しい食事のリズムで、家族の笑顔あふれる清須の健康生活まちづくり」
　　ブース ４ 　 「教えて！みんなの知恵・学校給食の知恵」
　　ブース ５ 　「食事相談」
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〈栄養素レベル〉
栄養素
エネルギー 炭水化物 脂質 たんぱく質 カルシウム 鉄 レチノー ル当量 ビタミンB1 ビタミンB2 ビタミンC 食物繊維 食塩
（kcal） （g） （g） （g） （mg） （mg） （μg） （mg） （mg） （mg） （g） （g）
主食 302 67 0.5 4.5 ５ 0.2 ０ 0.04 0.02 ０ 0.5 ０
主菜 217 9.8 20.1 12.5 ９ 0.5 23 0.31 0.10 ４ 1.1 1.7
副菜 59 2.9 0.3 13.3 202 3.2 248 0.13 0.17 32 4.6 1.3


































ンスであり、主食：主菜：副菜のかさの割合が ３： １： ２ であることを常に軸として、年代別の
食生活を取り入れる。
パネル⑮　「食べ物といっしょに体の中をのぞい
てみよう！」
パネル⑭　「清須市内A店の定食栄養バランスは
OKでした！」
パネル⑯　「料理のバランスが崩れたままだと…」 パネル⑰　「清須の外食を栄養バランスのよい
“おいしい物語”の仲間にするためにプラス副菜
を！」バランスチェックとプラス副菜！
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Ｂ．キヨス君とキヨコちゃんの 1日（パネル⑲）
　いつも元気のないキヨス君：夜型生活、間食摂りすぎ、好き嫌いがある、朝食抜き、と笑顔で
元気なキヨ子ちゃん：早寝早起き、朝ごはんをしっかり食べる、行動が活発、 １日 ３食しっかり
食べる、の二人の生活のリズムと食事のリズムを比べることにより、どうしたら、毎日元気な生
活が送れるのか考える。そして、生活のリズムは食事のリズムからであることを分かち合う。
Ｃ．パパのメタボチェック＝パパの体は大丈夫かな？（パネル⑳）
　パパのメタボを食事のリズムから考える。まず、パパのメタボチェック、そして、上記のよう
な食のリズムの場合は、メタボになりつつあることを分かち合う。
Ｄ．生活のリズムは食事のリズムから、丈夫なキヨス君と脱メタボパパになるために、家族でど
うしたらいいの？（パネル）
　今回取り上げたキヨス君とメタボパパの改善策を「食事」のリズムから分かち合う。そして、
その二人の生活を家族みんなが取り入れることで、笑顔で元気な健康家族になっていくことを分
かち合う。
ブース 4　「教えて！みんなの知恵・学校給食の知恵」
　「食事全体の質の向上」を参会者と共に考える。具体的には、キーポイントとなる野菜たっぷりの
副菜に焦点をあて、地域の経験（その中でも学校給食や伝統的な料理・扱い方）を生かした知恵に触
パネル⑱　家族みんなが笑顔あふれる健康生活
づくり
パネル⑲　キヨス君とキヨコちゃんの 1日
パネル⑳　パパのメタボチェック＝パパの体は
大丈夫かな？
パネル　生活のリズムは食事のリズムから、
丈夫なキヨス君と脱メタボパパになるために、
家族でどうしたらいいの？
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れることにより、野菜や野菜料理の奥深さを参会者と共有する。また、清須産の野菜での廃棄・無駄
の無い有効利用による食の循環の視点から、環境の質との共生も考える。既に地域の産物を積極的
に活用することにより食事の質、環境の質の向上に寄与し、食の循環を重視している清須市学校給
食の取り組みを子どもたちの視点を中心にとりあげる。これらを通じ、“おいしい物語”の主役であ
る市民が日常生活で取り入れられそうなヒントを １つつかむ場を提案する。
Ａ．「強いぞ！ほうれん草、栄養もりもりパワー」（パネル）
　地域の主力農作物であり、これから旬の時期を迎える、栄養素の宝庫であるほうれん草につい
て取り上げる。
Ｂ．「上から下まで！丸ごと大根パワー」（パネル）
　大根は部位毎においしさも栄養価も活用方法も違い、昔から様々な利用がなされている。多彩
な調理方法で丸ごと味わえる大根のすごさを実感できる場とする。ここでは特に地元野菜だから
こそ可能になる廃棄・無駄の無い有効利用による食の循環を確認する。
Ｃ．「すごいぞ！かぼちゃの七変化パワー」（パネル）
　高い保存性を生かした昔からの知恵で行事食にもなっているかぼちゃを使った料理の幅や活用
法、種類の多様性に触れられる場とする。
パネル　「清須野菜パワーは学校給食で活かし
ています！家庭で使えるヒントを持ち帰ってく
ださい！」
パネル　「強いぞ！ほうれん草、
栄養素もりもりパワー」
パネル　「上から下まで！丸ご
と大根パワー」
パネル　「すごいぞ！かぼちゃ
の七変化パワー」
パネル　子どもたちの声
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Ｄ．「清須野菜パワーは学校給食で活かしています！家庭で使えるヒントを持ち帰ってください！」
（パネル）
　地域の産物を積極的に活用することにより食事の質、環境の質の向上に寄与し、食の循環を
重視している清須学校給食の取り組みの紹介パネルである。ここでは、前 ３ つのパネルの野菜
（ほうれん草、大根、かぼちゃ）をはじめ、清須産の野菜を生かした取り組みの総合であると考
える。学校給食の知恵が生かされ、学校現場で実践されている例をとりあげ、子どもの生きる
力の形成の礎になっていく、子どもがおいしい物語の主人公になっていくことを参会者と確認
し、共有する。
Ｅ．子どもたちの声（パネル）
　地域の産物を積極的に活用することにより食事の質、環境の質の向上に寄与し、食の循環を重
視している清須学校給食の取り組みの中心である子どもたちの声を、子どもの視点で発信するこ
とをねらいとした。子どもが何を感じ何を思っているのか、子どもたちの熱い思いがこもった作
品を掲示（全140点）。
７、考察と謝辞
　当日は、天候にも恵まれ、多くの方が食育コーナーへお立ち寄り下さった。参会者はパネルの前
で足を止めてくださり、食をとおした健康生活のまちづくりを目指した日常の食事について、様々
な項目を共有することができた。
　今回は、清須市食育推進計画でも課題の一つにあげている“野菜”をテーマに取り上げた。“清須
産”野菜にこだわり、食育啓発展示においても趣向をこらした。地元産野菜をいただくということ
を通して、日々の生活（営み）の中で生活の質と環境の質のよりよい共生の視点から、地域の産物
を積極的に活用することにより食事の質、環境の質の向上に寄与し、清須産野菜での廃棄・無駄の無
い有効利用による“食の循環”を重視した「食」を通した健康（人も地域も）について考える機会
でもあった。例えば、既に多くの実践が行われている清須市における学校給食の様々な地産地消へ
の取り組みなどに触れることにより、主人公である子どもたちが、地域のあたたかいつながりに育
まれて着実に育ち、清須のおいしい物語の主人公になっているのも感じた。参会者にとって、野菜
の大切さや、野菜は身近な食べ物であることを実感し、それぞれの立場で野菜の生産、流通、調理、
食べる、健康、楽しい充実した生活（廃棄も含め）など「食」の循環（おいしい物語）にかかわっ
ていることを考えるきっかけになったことを願う。
　当日は参会者の方々からお話を伺うことによって、自己研鑽をさせていただいた。人とのかかわ
りあいを通して、管理栄養士として我々はそれぞれが大きな課題を得ることができた。また清須市
在住の方々から地域のお話をたくさん伺うことができ、様々な事柄を参会者の方々と共有すること
ができ、そしてなによりも今回の一連の実習を通して清須市のことをぐっと身近に感じるように
なった。
　私たちにとってこのような経験（イベントの企画・準備・運営など）は初めてで、全てのことが勉
強になった。今後管理栄養士として社会に出て行く我々にとって、栄養学、食品学などの専門を学
ぶということは…、人間と環境との共生…など今後の勉強の方向性を示唆する大きな課題を見つけ
ることができた。また、組織の一員として物事を進めていくことなど多くのことを学ぶことが出来
た。市役所の方々や食育推進会議委員の方々など、外部の方からもたくさんご指導をいただき、普
段は住民の視点からであったが、町づくりの中枢である「役場の仕事」に対しても改めて触れるこ
とができた貴重な機会であった。
　今回、終始一貫してキャッチフレーズであった「はじめよう清須のおいしい物語」は、足立己幸
教授が「食の祭典」当日に行われた基調講演で強調されたとおり、“おいしい”は、味がおいしい、
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体においしい、心においしい、家族みんなでおいしい、学校や職場でやっぱりおいしい、農業や商
業がみんな活発になって、町が、市がおいしい！。“物語”は、食べ物、食べることにはストーリー
があり、生産、流通、調理、食べる、健康、楽しい充実した生活（廃棄も含め）、「食」はつながっ
て循環していること、食べた結果が一人ひとりの生きる力となり、家族の生きる力となり、集団と
しての生きる力となり、地域全体の生きる力になり、これが次の生産や流通になったり、食事を作
るパワーになったり、おいしく食べるパワーになったり、学校で学んだり仕事したりするパワーと
なっていき、循環しており、これが“物語”なのである。“はじめよう”は、 １人ではできないから
力をよせあって「みんなではじめよう」という意味である。そのためには一人ひとりが「食」を正
しく理解し健康な生活を送ること、食をとおしてつながり豊かな環境づくりに参加すること、地域
の食を大事にし、伝えていく地域の輪をつくることが必要であり、みんなで一緒にはじめていこう
という意味である。おいしい物語に関係するみんなが、力を寄せ合って、「はじめよう！」「はじめ
る？」「やってみよう」。お互いが確認しあう大切な意味合いを持つ今回のイベントに関わることが
できたことを、大変嬉しく思う。
　食育推進会議委員の方々や市役所の方々には、学生である私たちにこうした機会を設けていただ
き本当にありがとうございました。中でも、食育推進会議委員であり当該学校給食センター栄養教
諭でもある片岡和恵管理栄養士からは、日常の食育実践における資料等の提供やご指導をいただき
ました。この実習で得られた経験は、大学院での研究をはじめ様々な場面で活かしていきたいと強
く思います。
　最後になりましたが、未熟な点が多い私たちに対し貴重な経験をさせていただき、最後までご指
導いただきました清須市市民環境部産業課や、食育推進会議委員の方々に深く感謝申し上げます。
８、食育展示の開催当日の状況
　「多くの皆様に参加していただき、交流ができました。ありがとうございました。」
参会者が食事チェックしている様子 ブース １
「あなたの食事の“マイサイズ”をみつけましょう！」
ブース ２
「外食メニューと野菜料理のコラボで健康な
“人と環境の循環”をのぞく」
ブース ３
「正しい食の理解で、家族の笑顔あふれる清須
の健康生活まちづくり」
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ブース ４
「教えて！みんなの知恵・学校給食の知恵」
ブース ５
「食事相談」
加藤静治市長（後列右から ５人目）、
寺井秀樹産業課長（前列左から １人目）、
食育推進会議委員の皆さんはじめ
全スタッフで
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